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1. 現実の気体の理想気体からのずれを近似的に記述する状態方程式として，次のファン・デ
ル・ワールス (van der Waals)状態方程式が知られている．

P =
NRT

V − bN
− aN2

V 2

ここで a, bは，それぞれ分子間力，分子の体積の効果を表すと解釈できる正の定数であ
り，a, b → 0で理想気体の状態方程式に戻る．この状態方程式に従う気体の圧力 P (T, V )

は温度 T が十分高いときは体積 V の減少関数であるが，ある温度 TX より低温では減少
関数ではなくなる．TX を求めよ．また，T > TX , T = TX , T < TX のそれぞれの場合に
ついて，P を V の関数とみてその概形をグラフで示せ．

解答

http://www-het.phys.sci.osaka-u.ac.jp/~tanaka/teaching.html


